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7・ 6羮 裕 砲 諏 弾 性 現 象 と そ の 九 用

日 立 中 厨  熊 田 明 生

最近′室温'1合む広n温友範囲ひ′強誘電粛弾性効果をもフ新結晶像榔恥Qbめr

発見され, オプトェレクトロニクスを始め広 tヽ 分野におけ3斯栽
'ヒ

素子Ylて ′カ

日が期待さlltで 1ゝ 3.強誘電始弾llu果ヒは′強誘電性と識弾性が完全に結さtた

効果である。強諮電41■ と強弾性は相調 により′晟盤lご え表されで1)ろ bl・
・′腋籠

素子ヒ1マ の応用さ渚え3立場ζ゙ば′魂魚論由うに0た のように理解す3ヒ よlヽ 。*

肱誘電火マ"は
rハ)す ヽ`マの奇数P翻曲ll■ テレリlし 白ク性漬t電場:く よりと向させることが2・・き3′

輸碑性体では

(3)す ベマの偶賊鱚潜わ性テレソι的性白ちた力により交白させるごとができる′

強モ電強弾性体で1寸

ic、 すべ`ての極ll■ テンツι的l陛白t電場によフ7tえ 力によつてti白 させるこ

こができる。
ここて'′ 二Jお日まテンソ̀

レ
白夕性負には′次っようttり がある。

1惜  自番伸  二薔條掟
2F苦  自驀壼■ 諄セキ 燿指キ 夜展打 電気伝導幸 熱拡導キ‐膨眼像欽
37彗  圧電率  一次こ象光学保拠 たカニ言調 皮イ黒択

4階  暉1■キ  電置係数  光弾性保共 =次を気た攣係掟

強崎電強碑性結晶6L(M004し にお1)で は′●場または鳥力により′これらのデ
シリ:し 白o性貪bl・・すヾ マ養向す3。 それゅえ新桟織ホ手ヒtマ 広,1六 円Or期待され3。

オプトエレクトロニクスヘリ尺用にた立つて′結品のた単的性噴ちのヾ ておこう。

Gdメ M・QLば′無色透明′居え4.69/Cに 融貞ノ′70° C′ キ水離 ひ崚 アル

カリにt強 い結晶7・・′ ′ιθセに′ キユリー彙t tt t′  高温彙1ひ !ヨ 光学的に一蜘性

こ 圧電効果はあ二D「 強毒電1生 tス洋性 ttた なlヽ。 キュリーt・■皮吹下むは,強峙

モ強諄性 tt歩′尭学的に二軸 正子であ30屈綺キはなキ%=ス P″,ηぼ ん夕0」・

覆属折の要方′陛は大きく′△2臓キ△η″β=よ χ′0子 △m―-4ズ ′ο
~4・

7,ぁ る。

先軸魚lぶ 27キ lo°  ■J疇面ばも口711あ る0り 彎場またlま え,力 により′ 服鰺 Lゞ
層寄3と  結晶りa事にら軸は ため、)に 入れ替り′光軸mは c中に対1て 90° 回

転す3。 このとを観 萌△%人 は特尋セかえ3.そ こで゙′創2(MOの3の 社晟むけ
土△ηは ヒお1｀ た方0・ よヽ

'。

 さて′ オプトエレクトロニクスヘの元 用とlマ  えシ

ヤッダーと色相主調素子t布 1に とつて芳無lよ う。

備光板ばどを通過 tて ′振動面が一方向だけと電つた直線帰たが複屈打結品に入

剤すふと′結晶内計とと なEE島 1にヒヒ徴Hマ イ立オロ差 Rt生 じR=ム■フ ヒリ3″

このため′二放ワ直えlた備た板の向になЛ打結晶t入 れると′夜属村つ干渉効果

めヾ生じ:瑯 光の競 Iは
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エニI。 0"β や久07L 、:誠損m:正巻数 I。 :入射だの強■l=LtFJll l′ お亀ヒ儡七■9由僚マ楔ま乱
ぴ表ゎせれ′R/A・ =r2η+l1/2 のときは明るく,tみ″

"り
ごき|よ 翼К なる。 白色

光は可魂たの全波長さ合むび。その中′じ波長夕2よ 餞μをメ。とすると′ん/c=r/2あ と

き,こ嘔発 |ま 白こに通:く ′ 吹 ο=3/2～ら後 の範 日で1は , あざヤわ`に色す
゛ヽ
)マ 見え3.

ed2fM004L単結晶Z板■ ルに=レ4ヒ 」5源 き0。 32π費にみ0いき′電根を

付けると 電エマ゙Ⅲ琳Btt Rの 特署きたえう3士 1/4゛史長板薇_と り5。 これと′ 到り

‰ 波長枚 t́童ね3と ,結 晶にE7カロすう電圧の特
=K八

じマ Rん塩=0"た  と
博り′ 明 暗 6卜鵞」衛 され 3. 制御亀鳳は約 ノθθ 7′  スィッチ)ク

゛
時回は結 品の大きさに

LL帝」L′  た こ と け
゛

 /θ 徽 気 × ノ()籠 気 の 大 き さ ひ |ご ′ ゴ餞 ″ c.程 え 7・・ あ る 。 そ れ よ リ

短.1ヽ 疇向巾っ/10ル スでは′結晶向の分崚壁と呼|∫れる現′〕面わド 結品の中向マイ〕L
tマ tま ｀`

ノ ~方伯Jは 明5く ′ 他芳側は暗く埓る。 こつここt ttJ用 すれ|」
・)聟b旦光

量t分域壁の澪動す3 EE畠 にん tマ ゎJtt t得 るた豊自動tば
｀
り素子が得られら,

障誘亀強弾性効柔t ttlヽ たこ湘変調索デ
複風打結晶の厚さをもつと厚くt7 み欠.=みを～t/2と するとあざヤかた色プ

く, ニスたっod2(M004)3孫吉』Lネ反_と ノ圏メlつ t彙ノ融1'鉢の友.と を重ね3こ′心よのRは
R=R。 上 RIttRGェ   R:オ 鍋 打 体●イニ相差 1硫′賂 :それそ散 Od2(MO鴫 れ Iあ よヽ〆I?1職 .

マl=R。 キ %」 &置=1313徽″崎り &=R・ 十 臨 ― Rは=′ ′3P餞メ ち 略 =R。 一 Rは一R肛=7%碗

μ (わ にづ 》よ うにノ |マ ツ と21θ メえ 思 きつ G・d2(M004L村品えた二本た.とノ ノ33メ リ 水島

な_を 重ねさわセ′侃た板_aヽ サシドゥィツケすぅと′液スリによう農孔 書′赤の干渉色
が電jEに よつて 1′//θ θO秒の速さ́で交ゎ5二源色色フイしターが7・ さ3。 色けニ

枚 つ結晶 にEP加 す3′ゞルス っ符3の 組心・tに より撻鯛民きれ′ 二淑り 結晶でヽは′ 回色

中リニat用 1)に oち  筑枚 を甲
1｀ マ 2・こつ 色相曼翻 素子か・作 れう |ざ す17ヽ

あら, 色相

交3日 十手 1専 ′ カラー映像柱畳′ カラーアレビ撮 像 未 手丼に日 いうれ 3でい
ぅ ろぅ。

こつようば日盗にお :)て ′ 強誘僣ゑ郵‖生素子はメモ リ′技僕 とt多 ′パ ,レ ス信3そ・

3こ動ぴき3こ とal・ 一つの大きぜ特長 7゛ ら3. たとえ |」
゛
′6d2(M004L f吉 品な_の 麦由に

報 通夢唄竜極 とマトリツクス凸こ置tノ ヲ枚のたシヤソター素子群 L独立rIこ に自由き

t得 5光 単素子ヒLマ / 費安計尊槽におけふ惜莉さ書ぞ溢諄糸′ 日あ`よr数卑表示景に

あけ3オ ンライ)での使_日 か期待され711る 。 そ5に ′3分
‐
崚代憾 7・

・の アレソし白)

ll■ 嗅が見絡上長弟に大きくり3現友
`と

1`1新技術 といらく雑状冑tに 雪3む あうラ″
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